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研究要旨 
急性肝炎に関する疫学情報は少ない。本研究では、感染症法に基に感染症サーベイランス事業で届け出され

た急性肝炎症例について報告する。さらに、定点医療施設の観察結果と比較する。特に、本年は A 型急性肝炎
のアウトブレイクが見られたので、合わせて報告する（本研究は感染研疫学センターと共同で行われた）。 

 
 

A. 研究目的 
 急性肝炎の発生動向の把握は、1987 年に感染症
サーベイランス事業の対象に加えられ、全国約 500
カ所の定点病院からの調査として開始された。その
後、1999 年 4 月の感染症法施行により、四類感染
症の「急性ウイルス性肝炎」として全数把握疾患と
なり、さらに 2003 年 11 月の感染症法の改正に伴
い四類（A, E 型肝炎）、五類感染症の（B, C 型肝炎等）
に分類され、その発生動向が監視されている。本研
究では、感染症法のもとで、診断・報告された急性
肝炎について報告する。さらに、定点医療機関での
観察結果を含めて解析する。 
 

B. 研究方法 
(1) 感染症サーベイランス事業による急性肝炎の
疫学 
 急性肝炎に関する疫学情報は少ない。本邦での感
染症法に基づく感染症サーベイランスは感染源の
発生や流行を探知することができ、蔓延を防ぐため
の対策や医療従事者、国民への情報提供に役立って
いる。本研究では届け出された急性肝炎症例の年別
発生状況、年齢別分布、都道府県別報告状況、症状、
感染経路等について解析した。 
(2) 定点医療施設における急性肝炎の観察 
 2012 年より、東京都新宿区の HIV 陽性男性同性
愛者が多い医療施設で急性肝炎の定点観察を行っ
ている。定点医療施設における急性 C 型肝炎の遺伝
子レベルでの解析を行った。 
 

（倫理面への配慮） 
 情報については匿名化し、研究班では個人情報を
保持しない。また、情報公開の際も個人を識別でき
る情報は排除する。 
 

C. 研究結果 
(1) 感染症サーベイランス事業による急性肝炎の
疫学 
 急性 A 型肝炎は 2012 年から 2017 年までは、全
国的な流行が見られた 2014 年（433 例）を除き、
年間約 100～300 例で推移していたが、2018 年は年
はじめから急激な増加を認めた。2018 年は 2015～
2017 年に比べて、男性の性的接触が多く、特に男
性同性間性的接触の報告数が多かった。 
(2) 定点医療施設における急性肝炎の観察 
 定点医療施設における C 型急性肝炎は 2012 年 5
人、2013 年 0 人、2014 年 3 人、2015 年 1 人、2016
年 6 人、2017 年 1 人、2018 年 4 人（半期）と隔年
で増加傾向を認めた。塩基配列を比較したところ、
2018 年の症例 N は 2016 年の症例 J と高い相同性を
認め、さらに 2016 年の症例 I , H は 2014 年の症例
F, G と、2014 年の症例 D, E は 2012 年の症例 C と高
い相同性が見られた。 
 

D. 考察 
 本年初頭より急性 A 型肝炎のアウトブレイクを
認めた。男性同性間性的接触の報告数が多かったこ
とから、男性同性愛者における啓発、特にワクチン
接種の推奨が重要と考えられた。定点医療施設にお
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ける急性肝炎の観察では隔年で同じ HCV 株由来と
考えられる感染が観察されたことから、繰り返す感
染の機会が存在し、啓発効果が不十分であることが
考えられた。 
 

E. 結論 
 急性肝炎の発生動向の全数把握は予防対策、啓発
活動に大変有効であると考えられた。さらに、定点
医療機関でのサンプルの遺伝子解析を組み合わせ
ることでより詳細な疫学情報の把握が可能になる
と期待される。 
 

F. 健康危険情報 
 特になし 
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